
“間” を住みこなす

忘れられた “間”
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無駄を限りなく排除した住宅、コンパクトシティ、現代の日本では建築

から街単位まで縮小、高密化がなされてきた。そんな中、コロナウイル

スの影響で制限された暮らしを強いられ、私たちは住環境やまちに本来

あるべき “間” の必要性に気づかされた。

1. 古民家が持つ “間”

古民家によくみられる縁側と土間はそれぞれ内と外、パブリックとプラ

イベートの “間” となっていた。また、内部空間は柱間を壁ではなく、

ふすまや、障子、ガラスなど可変性のある建具を間仕切りとすることで

連続する空間に “間” を作り出す役割を担っていた。

2.

縁側 土間 柱割り空間

建築の衣替え3.
私たちには、季節の推移によって衣服を変える衣替えという風習がある。

季節や気候風土が豊かな日本において、衣服だけではなく常に私たちの

暮らしを守ってくれる家も衣替えする必要があると考える。

真壁とすることで建具の入る “間” を与える

とともに内部空間に露出する柱が、空間にア

クセントを与える。

取替可能な建具を間仕切りとして採用するこ

とで、外部環境に合わせた自然な住環境を整

えることができる。建具の仕切り方で個室と

して、大人数が集まる場としてなど、その場

に応じた空間を創出することができる。また

季節や気候によって変わる間仕切りは、空間

を彩るだけではなく入れ替える手間が、家族

のコミュニティを促してくれる。

ガラス

部分平面図

カーテン ふすま 網戸 葦戸

家族が集まる居間
を中心に配置

居間を囲むように回廊
を巻きつける

大外に諸室を配置するこ
とで、回廊が居間と諸室
の “間” として機能する

空間構成4.

屋根勾配を操作することで日差しや、風、雨、雪などの外的環境に配

慮した断面計画

環境に合わせた断面計画5.

冬の日差し

風の道

雨除け

積雪時の雪を落とす夏の日差し

大きく北側に向かった片流れ屋根は、積雪時に、

雪を裏庭へと流す役割を持つ。また勾配を調節し、

夏の日差しは遮り、冬の日差しは取り込むことが

できる。

ロフト北面に開いた開口により、川や山などの豊

かな自然を望むことができる。また重力換気を促

し、風の道を作る。

家の外周を囲む屋根は、柔らかく内部空間を包み

込む。

南面に大きく開いた開口は、家族の居場所となる

居間にたくさんの光を取り込む。

中央の居間は、上部吹き抜けの構成により、開放

的な空間体験ができる。

屋根に空いたトップライトは、縁側に光を届け、

暖かい居場所となる。

土間を内部まで引き込むことで床下換気を促す。

居間を囲む回廊は子供が走り回る遊び場であり、

居間と諸室を繋ぐ “間” となる。

取替可能な建具により好みの空間に設えることが

できる。

大きな開口に面した縁側は、庭を眺めながらゆっ

たりと過ごすことができる。

大きな土間空間は、内外での活動を緩やかに繋ぐ。

片流れ屋根

北面上部開口

南面大開口

寄棟屋根

トップライト

木造軸組工法

真壁工法

縁側

構造材
京都府内産ヒノキ

トップライト
ポリカーボネート

開口
アルミサッシ

屋根
エバールーフ横葺

フローリング
京都府内産スギ

塗り壁
漆喰壁

土間
コンクリート金鏝仕上げ

回廊

内土間

土間空間

6. 構成ダイアグラム

東側立面図　S=1/100 南側立面図　S=1/100
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内部空間にできた様々な “間” は、一定の活動に囚われない自由度を持っ

ている。気分やその日の気候によって仕事場を変えたり、日々の暮らし

の中に新たな選択肢を与えてくれるだろう。

中遊び（動） 中遊び（静）

お勉強

仕事

仕事 読書 昼寝

読書

読書 アウトドア仕事菜園のお手伝い
内と外の間

内と内の間

上と下の間

8.7. 面積表多様性を許容する “間”

1F 床面積：126.3 ㎡

2F 床面積：7.5 ㎡

建築面積  ：126.3 ㎡

建蔽率     ：21.5%

容積率     ：22.7%

9. 3 つの庭

裏庭
・前庭
家庭菜園
アウトドア
BBQ

・車庭
洗車

・裏庭
外遊び
洗濯干し

車庭

前庭

畑

居間 来客室

洗面脱衣所

収納 便所

風呂場

裏庭

車の庭

前庭

クローク

玄関

ガレージ

クチナシ

マツリカ

ハナミズキ
イロハモミジ

ライラック

シマトネリコ

オリーブキンモクセイ

サクラ

アジサイ

仕事部屋

子供部屋 1

子供部屋 2

台所

寝室

回廊

ロフト

土間テラス

畑に日差しが届くよう低木を配置。

構造体と棚、内と外か

ら使えるという二つの

二面性を持った棚壁。

深い軒下空間は静かな

休憩スペースとなる。

子供が成長して巣立っ

た時には、部屋を拡張

できるよう壁を簡単に

撤去できる構成。

寝室に面した場にはリ

ラックス効果のある香

りを持つ樹木を選定。

裏庭に配された常緑樹は、いつでも

景色とともに楽しむことができる。

水道を取り付け、洗車など子供がお手伝

いができる環境を整える。

玄関から、クローク、洗

面所と、スムーズな動線

を確保しコロナ禍に対応

する。

風呂場に面した裏庭には、リラックス効

果のある甘い香りを持つ樹木を選定。

広い裏庭では、洗濯物を干し

たり、子供が走り回ったり多

様な活動を受け入れる。

北面に開いた開口により、起

床時、料理の最中に豊かな自

然を楽しめる。

家事動線をコンパクトにしたプ

ランニングでスムーズに家事が

行える。

外部収納

水道

冷蔵庫 棚

収納

クローゼット

アプローチとなる前庭には、季節の変化のあ

る樹木を選定し、視覚で楽しむことができる。

通りかかる人にも見て楽しめるようシンボル

ツリーにサクラを採用。

落葉樹は、秋になると落ち葉拾いや、焼き

芋など活動やコミュニティを誘発する。

居間・来客室を可動式建具で仕切っている

ため、その場に応じて空間を変化させるこ

とができる。

来客がない時は、趣味の部

屋として使うことができる

設えとする。

内部から続く土間ガレージは用具の収納だ

けでなく、お父さんが好きなアウトドアの

活動ができる。

シンボルツリーを見ながら寛げる縁側と土

間空間。

水道を畑の近くに設置

し、家庭菜園の作業環

境を整える。

大きなトップライトから光を取り込むため、家族が集まる居間は明るく暖かい

空間。取替可能建具が内部空間を柔らかく仕切り、レイヤー状に空間が連続する。

エントランス兼ガレージの土間空間は、外部まで続いているため内外を連続し

て使うことができる。露出している木が落ち着きのある空間を演出する。

断面図　S=1/50

畑

縁側 居間 回廊 台所

裏庭

ロフト

1F 平面図　S=1/100
N

2F 平面図　S=1/100
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